
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ お得な情報やためになる情報も掲載。毎週発行の情報紙です。お見逃しなく! ◆ 

２０２０年 

《１月４週号》 

 №697 

 

バーコード 

 

くらし応援サポート 

個配手数料減額サービス 

０１２０－５０５０３４ 

くらし応援サポートは、専用申込用紙に必要

事項を記入後、減額サービスを受けることが

できます。配達担当者、又は下記へお問い合

せください。 

コープあおもり 共同購入部 

 

過去１年間にさかのぼって、

ご利用のあった商品に注文書

品名欄を色付けしてお知らせ

します。ご注文の参考として

ご覧ください 

◆ご注文以外の連絡先 
  

＊青森センター  ０１２０－３７３－１２２ 

＊弘前センター  ０１２０－０８４－４６６ 

＊浪岡センター  ０１２０－２８０－０９１ 

＊十和田センター ０１２０－１２６－２３６ 

＊むつセンター  ０１２０－１２２－３７３ 

＊八戸センター  ０１２０－２８６－００３ 

◎受付時間 月～金 9：00 ～19：30 
※上記以外は留守番電話での受付となります 

 

◆ご注文専用ダイヤル 

０１２０－７６８－０８２ 
     電話番号はお間違いなくおかけ下さい 
 

月～金 9：00 ～21：00 

土  9：00 ～11：30 
※注文の締切時間は、商品お届け日翌日の 11：30

まで。土曜日の 11：30 以降と日曜日の注文受付

は行っておりません 
  

０１７２－６２－４３２０ 
※商品お届けの翌日10：30まで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産直 

▲共同購入の商品案内 「Ｗｅｅｋ」（ウィーク）でのおすすめ商品です。店舗では取り扱いのない場合があります 

 

厚さ約２㎜にスライス。 

 

８％税込429円  

 

■ Ｗｅｅｋ表紙・２６ページでご案内 

 

■ Ｗｅｅｋ４６ページ・裏表紙でご案内 

国産生乳を２０％以上使用した、すっ

きりと飲みやすいのむヨーグルトです。 

  

 

 

350g＋30g 

被災地はいま 
【シリーズ 第７５回】 みやぎ生協・コープふくしまか

ら〝宮城・福島のいま〟をシリー

ズでお伝えします 

 

 

 
～ まち・住まい・コミュニティ ～ ゆるやかなコミュニティが息づくオープンな集会所 
 ◆亘理町の西木倉（にしきぐら）災害公営住宅は、阿武隈川と
鳥の海に挟まれた荒浜地区にあります。３棟の集合住宅の
周囲には住宅や商店がゆったりと建ち並び、のどかな風景が
広がっています。牧野かつ江さんは毎週月曜から金曜の午
前中、地域の人が気軽に集まれるように集会所のカギを開
け、お茶を準備して待っています。自治会などから託された
役目があるわけではなく、まったくのボランティアです。「何を
するわけでもないの。みんなでお喋りするだけ」。年に１回ず
つ芋煮会や夏祭りなど交流の場はありますが、「普段からみ
んなと仲良くやっていきたい。自分にとっても良いことだから」
と牧野さんは言います。 
◆みやぎ生協のふれあい喫茶（※）もその一つです。きっかけ
は亘理店でふれあい喫茶を体験し、当時住んでいた仮設住
宅での開催を要望したことでした。生協との付き合いは公営
住宅に入居してからも続き、ふれあい喫茶を楽しみに荒浜
地区まで足を運ぶ参加者がいるほどの人気行事になってい
ます。公営住宅のなかには集会所の運営管理が負担になっ
て、あまり利用されていないケースもあります。仮設住宅では 
 

▲ 月１回開催の
ふれあい喫茶。９
月は、被災された
方々の手作り団
体、「さくら団地ゆ
め工房」代表の市
川一子さんを講師
にクリスマスカード
作りをしました。 

（※）被災された方を対象に、仮設住宅や災害公営住宅の集会所、店舗や組合員集会所などで、一緒にお茶を飲みながらおしゃべりを楽しむ活動 

 

  

▲ ふれあい
喫茶に参加し
た皆さん。前
列左から２番
目が牧野かつ
江さん、最後
列左端が佐藤
美智子さん。 

  

本体339988円円  
本体117788円円  
             

 

 

 

８％税込192円  

 

950ml 

常に開放されていた集会所が、公営住宅ではカギのかかっ
た状態になることを憂慮する声もありました。そうしたなか、集
会所を開放し、人の集まる機会を設けている牧野さんの試
みは、とても貴重であることが分かります。佐藤美智子さんは
以前住んでいた場所に自宅を再建しました。ふれあい喫茶
に参加したきっかけを「荒浜に戻ったけれど昔の行政区も昔
いたご近所さんもいなくなった。地域になかなかなじめない
で、どこを頼りにしていいか分からなかった。そんな時、生協
で喫茶をしていると聞いて来てみた」と話してくれました。 
◆西木倉災害公営住宅でのふれあい喫茶、毎週月曜から
金曜までの気軽な集まり、どちらも入居者だけでなく近隣の
住民や少し離れた地域からの参加があります。「外にでて人
と話をしよう」「自分の興味のあることに参加してみよう」が動
機です。震災前の集落をベースにしたコミュニティとは異な
る、人と人のつながりから生まれるコミュニティがそこにはあり
ます。行政区など、場所のコミュニティが固まるにはまだ時間
がかかりますが、人の〝気持ち〟をつなぐゆるやかなコミュニ
ティはしっかりと広がり、浸透しています。 
 
 


